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野菜を求めて
農業祭にぎわう

11月21日、瑞浪中央公園で「第39回瑞浪市農業祭」
が行われ、約8,000人の人出でにぎわいました。
野菜の即売コーナーには、野菜を求めて多くの人

が押し寄せ、午前中にはほとんどが完売するほどの
盛況ぶりでした。
また、牛の乳搾りの体験コーナーや、親子木工教

室なども来場者を楽しませていました。

主な内容



新
し
い
民
生
委
員
・
児
童
委
員
、 

主
任
児
童
委
員
の
皆
さ
ん
で
す 

歳
末
た
す
け
あ
い
運
動 

歳
末
た
す
け
あ
い
運
動 

「
遊
び
場
マ
ッ
プ
」で
き
ま
し
た 

「
遊
び
場
マ
ッ
プ
」で
き
ま
し
た 

民
生
委
員
・
児
童
委
員（
敬
称
略
） 

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い 

瑞
浪
地
区 

土
岐
地
区 

稲
津
地
区 

明
世
地
区 

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
方
の
任
期
が
今
年
11
月
で
満
了
と
な
り
、
12
月
１

日
付
け
で
民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
主
任
児
童
委
員
の
方
が
厚
生
労
働
大
臣
よ

り
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。 

　
任
期
は
平
成
19
年
11
月
30
日
ま
で
の
３
年
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
今
日
、
さ
ま
ざ
ま
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
な
内
容
な

の
か
、
利
用
の
仕
方
な
ど
わ
か
ら
な
い
こ
と
は
、
地
域
の
民
生
委
員
・
児
童
委

員
、
主
任
児
童
委
員
の
皆
さ
ん
に
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

岩
島
　
正
佳
　
山
田
１
〜
３
号 

　
　
　
　
　
　
（
上
山
田
） 

富
岡
　
修
子
　
登
り
、
山
本
、
高
砂
、
山

田
苑
、
核
燃
サ
イ
ク
ル
、

穂
並
の
一
部 

柴
田
　
一
子
　
入
ヶ
洞
、
西
平
、
東
平
、

穂
並
の
一
部 

山
下
　
朝
治
　
山
田
団
地
、
新
山
田 

野
村
　
正
和
　
明
賀
台
１
・
２
丁
目 

原
田
　
英
文
　
明
賀
台
３
〜
５
丁
目 

成
瀬
　
孝
幸
　
竹
尾
、
台
、
市
場
、
下
沖

町
２
丁
目 

有
賀
　
千
雄
　
東
原
、
中
原
東
、
中
原
西 

塚
本
和
香
子
　
西
原
、
事
業
団
ア
パ
ー
ト 

小
栗
千
恵
子
　
大
法
原
、
大
法
原
団
地
、

穂
並
の
一
部 

伊
藤
　
　
満
　
紺
屋
原
、
中
屋
敷 

木
股
　
将
雄
　
和
合 

吉
本
　
一
男
　
一
色
町
３
〜
６
丁
目
、
ひ

ば
り
ヶ
丘
（
上
一
色
） 

中
西
　
建
郎
　
樽
上
町
、
一
色
町
１
・
２

丁
目
（
下
一
色
） 

西
尾
　
捷
郎
　
上
野
町
２
・
３
丁
目 

　
　
　
　
　
　
（
南
上
野
） 

加
納
　
常
男
　
上
野
町
１
丁
目
・
河
塚

（
北
上
野
） 

成
瀬
　
節
三
　
高
月
町
、
須
野
志
町
、
下

沖
町
１
丁
目
（
高
月
） 

近
藤
　
ハ
ル
　
宮
前
町
（
宮
前
） 

小
木
曽
昭
廣
　
河
南
、
河
北
、
河
東 

小
栗
　
政
夫
　
西
本
町
、
水
の
木
、
本
町

上
、
朝
日
町 

近
藤
　
茂
夫
　
中
組
、
浪
花
、
竜
門 

柘
植
　
昌
吾
　
公
園 

   

根
崎
　
　
也
　
栄
町
は
組
、
に
組 

有
賀
　
貞
子
　
栄
町
い
組
、
ろ
組 

小
倉
　
啓
司
　
一
日
市
場
上
、
下 

木
村
　
昭
彦
　
天
徳
、
県
職
住
宅
、
水
の

木 

今
井
五
百
子
　
清
水
、
木
ノ
暮 

永
井
　
　
學
　
鶴
城
、
鶴
城
団
地 

小
倉
　
克
彦
　
名
滝
、
奥
名
、
下
沢
、
名

滝
団
地 

中
尾
　
保
幸
　
庄
ヶ
洞
、
大
久
手
、
大
草
、

仲
ヶ
平
、
高
原 

桑
原
　
昭
子
　
桜
堂 

稲
垣
　
訓
三
　
市
原
１
〜
10
組 

日
比
野
鋼
平
　
市
原
11
〜
20
組 

日
比
野
　
哲
　
益
見
１
〜
３ 

遠
藤
　
正
子
　
上
平
（
益
見
４
） 

田
中
　
輝
昌
　
学
園
台 

   

伊
藤
　
文
子
　
戸
狩
１
〜
５
号
、
松
ヶ
瀬

町
１
・
２
丁
目 

最
上
　
昭
次
　
戸
狩
６
〜
９
号
、
松
ヶ
瀬

町
３
・
４
丁
目 

小
栗
　
健
蔵
　
山
野
内
１
号
（
薬
師
町

４
・
５
丁
目
含
む
）
・
２

号
・
６
号
（
薬
師
町
１
〜

３
丁
目
） 

安
藤
　
清
子
　
山
野
内
３
〜
５
号 

山
内
　
俊
治
　
月
吉
１
〜
３
号 

山
内
　
定
子
　
月
吉
４
〜
６
号 

   

加
知
　
俊
允
　
五
郷
、
神
戸
、
三
角 

大
島
　
靖
敏
　
産
郷
、
中
屋
敷
、
棚
田
山 

岩
島
　
美
枝
　
川
折
、
山
の
田
１
・
２
号 

土
屋
　
敏
子
　
須
之
宮
、
釜
糠
、
桜
ヶ
丘 

中
山
三
代
子
　
羽
広
、
下
小
里 

小
栗
　
義
剛
　
河
原
、
小
井
戸
、
中
洞
、

水
洗 

工
藤
ま
す
子
　
上
平
、
大
牧
、
斧
池
、
学

園 

2平成16年12月15日



歳
末
た
す
け
あ
い
運
動

歳
末
た
す
け
あ
い
運
動 

歳
末
た
す
け
あ
い
運
動

歳
末
た
す
け
あ
い
運
動 

歳
末
た
す
け
あ
い
運
動 

「
遊
「
遊
び
場
マ
ッ
プ
」で
き
ま
し
た 

「
遊
「
遊
び
場
マ
ッ
プ
」で
き
ま
し
た 

「
遊
び
場
マ
ッ
プ
」で
き
ま
し
た 

み
ん
な
で
さ
さ
え
あ
う
あ
っ
た
か
い
地
域
づ
く
り 

12
31

まで 

陶
地
区 

日
吉
地
区 

主
任
児
童
委
員 

釜
戸
・
大
湫
地
区 

  
畑
　
　
悦
男
　
東
町
１
・
３
丁
目
、
旭
町

１
〜
３
丁
目 

伊
藤
　
次
子
　
旭
町
４
丁
目
、宮
町
、中
町 

大
塩
　
昌
子
　
新
町
１
〜
３
丁
目
、
本
町

１
・
２
丁
目 

大
澤
　
靖
和
　
本
町
３
・
４
丁
目
、
梨
ヶ

根
１
・
２
丁
目
、
元
町
１

〜
３
丁
目 

田
中
　
慶
子
　
西
町
、
学
校
前
町
、
あ
け

ぼ
の
台 

三
宅
　
定
男
　
細
久
手
、
東
町
２
丁
目
、

下
山
町 

加
藤
　
公
子
　
水
上
２
・
３
号
、
事
業
団

ア
パ
ー
ト 

加
藤
　
律
子
　
水
上
１
・
４
・
５
号 

羽
柴
　
正
昭
　
大
川
１
〜
４-

１
号 

成
瀬
　
尚
子
　
大
川
４-

２
〜
７
号 

   

佐
々
木
寿
恵
子
　
宿
、
中
切
、
町
屋
、
公
文

垣
内
、
公
文
垣
内
団
地 

稲
垣
登
代
子
　
西
大
島
、
竜
吟
団
地 

足
立
真
朱
江
　
中
大
島 

水
野
ル
ミ
子
　
東
大
島 

熊
谷
　
清
子
　
上
平
、
青
葉
台 

中
島
　
由
統
　
神
徳
、
川
戸
、
論
栃 

足
立
　
壽
生
　
大
細
、
上
切
、
下
切
、
平

山
、
エ
ス
ポ
ラ
ン 

奥
村
　
時
江
　
足
又 

大
内
　
延
男
　
北
、
西 

板
橋
　
道
子
　
神
田 

  

森
　
み
ち
よ
　
細
久
手 

安
藤
　
年
隆
　
本
郷 

小
栗
　
一
樹
　
常
柄 

伊
村
　
徳
子
　
白
倉 

大
竹
　
幸
子
　
南
垣
外
、
宿 

三
輪
あ
い
子
　
半
原
、
宿
洞 

伊
佐
治
正
隆
　
平
岩
、
松
野 

山
内
　
冨
子
　
深
沢 

伊
藤
香
壽
代
　
北
野
、
三
和
之
郷 

小
栗
　
恒
雄
　
田
高
戸 

   
加
藤
　
安
司
　
瑞
浪
地
区 

大
西
由
美
子
　
瑞
浪
地
区 

日
比
野
善
子
　
土
岐
地
区 

三
尾
　
容
子
　
土
岐
地
区 

金
原
　
明
子
　
明
世
地
区 

奥
村
い
づ
み
　
明
世
地
区 

井
貝
　
順
子
　
稲
津
地
区 

工
藤
田
鶴
子
　
稲
津
地
区 

小
木
曽
昌
子
　
陶
地
区 

水
野
　
純
子
　
陶
地
区 

渡
辺
　
和
子
　
釜
戸
・
大
湫
地
区 

棚
橋
　
和
代
　
釜
戸
・
大
湫
地
区 

安
藤
ひ
ろ
み
　
日
吉
地
区 

酒
井
美
津
子
　
日
吉
地
区 

　
こ
の
ほ
ど
、
民
生
児
童
委
員
会
・
主
任

児
童
委
員
会
に
よ
り
、
市
内
の
公
園
や
散

策
ス
ポ
ッ
ト
を
示
し
た
「
遊
び
場
マ
ッ
プ

稲
津
・
陶
地
区
」
が
作
ら
れ
ま
し
た
。 

　
こ
れ
は
稲
津
・
陶
地
区
の
公
園
や
広
場

な
ど
の
場
所
が
地
図
上
に
示
さ
れ
て
お
り
、

遊
具
や
ベ
ン
チ
、
ト
イ
レ
、
砂
場
、
駐
車

場
の
有
無
、
遊
び
場
と
し
て
の
特
徴
な
ど

も
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
裏
面
に
は
、
子
育
て
に
関
す
る
相
談
所

や
救
急
情
報
セ
ン
タ
ー
、
市
内
の
保
育
園
、

児
童
館
の
電
話
番
号
な
ど
が
載
っ
て
い
ま

す
。 

　
サ
イ
ズ
は
Ａ
３
版
で
、
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

セ
ン
タ
ー
、
社
会
福
祉
課
な
ど
で
配
布
し

て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

◎
問
合
せ
　
社
会
福
祉
課 

1
内
線
１
０
３ 

　
こ
の
運
動
は
、
共
同
募
金
活
動
の
一
環

と
し
て
毎
年
行
な
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、

新
た
な
年
を
迎
え
る
時
期
に
、
支
援
を
必

要
と
す
る
方
々
が
、
地
域
で
安
心
し
て
暮

ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
福
祉
活
動
を

重
点
的
に
展
開
す
る
も
の
で
す
。 

　
瑞
浪
市
で
は
、
在
宅
ひ
と
り
ぐ
ら
し
高

齢
者
や
、
障
害
を
持
っ
て
い
る
方
等
に
対

す
る
支
援
活
動
に
役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
今
年
も
、
12
月
１
日
か
ら
31
日
ま
で
「
歳

末
た
す
け
あ
い
運
動
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

期
間
中
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
や
社
会
福

祉
施
設
な
ど
福
祉
関
係
団
体
の
ほ
か
、
学

校
や
企
業
な
ど
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
機
関
・

団
体
の
協
力
を
得
な
が
ら
募
金
活
動
を
行

い
ま
す
。
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。 

◎
問
合
せ
　
共
同
募
金
会
瑞
浪
市
支
会 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ハ
ー
ト
ピ
ア
） 

　
1
６
８
‐
４
１
４
８ 

瑞浪市役所　1 68-21113



教
育
関
係
職
員 

学
　
校 

生
徒
、児
童 

  

・
粟
田
　
忠
彦
（
土
岐
市
） 

平
成
15
年
度
瑞
浪
市
中
学
校
校
長
会
長
・
岐
阜
県
中

学
校
校
長
会
代
議
員 

・
原
　
　
淑
子
（
恵
那
市
） 

平
成
15
年
度
瑞
浪
市
小
学
校
校
長
会
長
・
岐
阜
県
小

学
校
校
長
会
代
議
員 

・
木
村
　
一
郎
（
釜
戸
町
） 

日
本
学
校
体
育
研
究
連
合
会
功
労
者
表
彰
受
賞 

  

・
日
吉
中
学
校
（
日
吉
町
） 

日
本
学
校
体
育
研
究
連
合
会 

全
国
学
校
体
育
研
究
優
良
校
表
彰
受
賞 

  

・
鈴
木
　
健
介
（
瑞
浪
小
学
校
４
年
生
） 

第
20
回
岐
阜
県
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
小
学
生
秋
季
大
会 

　
４
年
生
以
下
男
子
の
部
優
勝 

・
安
藤
　
圭
祐
（
瑞
浪
小
学
校
４
年
生
） 

第
20
回
岐
阜
県
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
小
学
生
秋
季
大
会 

　
４
年
生
以
下
男
子
の
部
優
勝 

・
五
嶋
　
広
道
（
土
岐
小
学
校
６
年
生
） 

第
１
回
岐
阜
県
小
学
生
学
年
別
柔
道
大
会 

　
６
年
生
男
子
45
㎏
以
下
級
優
勝 

東
海
ブ
ロ
ッ
ク
小
学
生
学
年
別
柔
道
大
会 

　
男
子
小
学
６
年
生
軽
量
級
優
勝 

・
水
野
真
之
介
（
土
岐
小
学
校
６
年
生
） 

第
20
回
全
国
面
付
面
無
フ
ル
コ
ン
タ
ク
ト
オ
ー
プ
ン

　
空
手
道
選
手
権
大
会
　
小
学
６
年
生
男
子
の
部
優
勝 

・
鵜
飼
　
真
弘
（
稲
津
小
学
校
４
年
生
） 

第
37
回
松
岡
杯
争
奪
岐
阜
県
体
操
競
技
選
手
権
大
会 

　
マ
ッ
ト
・
跳
び
箱
・
鉄
棒
・
個
人
選
手
権
優
勝 

・
森
　
　
勇
人
（
明
世
小
学
校
５
年
生
） 

岐
阜
県
小
学
生
体
重
別
柔
道
大
会 

　
軽
量
級
個
人
優
勝 

・
平
子
　
千
恵
（
陶
中
学
校
２
年
生
） 

岐
阜
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会
陸
上
競
技
大
会 

　
女
子
走
り
幅
跳
び
優
勝 

・
鵜
飼
　
大
輔
（
稲
津
中
学
校
１
年
生
） 

第
37
回
松
岡
杯
争
奪
岐
阜
県
体
操
競
技
選
手
権
大
会 

　
学
年
別
総
合
優
勝 

・
麗
澤
瑞
浪
中
学
校
　
水
泳
部
（
男
子
） 

岐
阜
県
中
学
校
水
泳
競
技
大
会
　
男
子
総
合
優
勝 

　
11
月
25
日
、
市
役
所
で
「
教
育
功
労
者
表
彰
」
が
行

わ
れ
、
教
育･
文
化･

体
育
な
ど
の
発
展
に
功
績
の
あ
っ

た
36
人
と
２
団
体
が
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
同
じ
く
功
績
の
あ
っ
た
２
人
の
故
人
の
方
に

は
、
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。 

　
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
方
、
感
謝
状
が
贈
ら
れ
た
方
を

紹
介
し
ま
す
。（
敬
称
略
） 
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一
　
般 

感
謝
状 

  
・
丸
山
　
福
夫
（
陶
　
町
） 

岐
阜
県
弓
道
連
盟
役
員
・
瑞
浪
市
弓
道
連
盟
役
員
と

し
て
、
弓
道
競
技
の
振
興
に
尽
力 

・
市
川
　
秋
子
（
上
平
町
） 

日
本
ス
ケ
ー
ト
連
盟
役
員
・
瑞
浪
市
ス
ケ
ー
ト
協
会

役
員
と
し
て
、
ス
ケ
ー
ト
競
技
の
振
興
に
尽
力 

・
武
山
　
唯
司
（
稲
津
町
） 

東
濃
テ
ニ
ス
協
会
役
員
・
瑞
浪
市
テ
ニ
ス
協
会
役
員

と
し
て
、
テ
ニ
ス
競
技
の
振
興
に
尽
力 

・
馬
庭
　
芙
美
（
上
野
町
） 

瑞
浪
市
テ
ニ
ス
協
会
役
員
・
瑞
浪
市
体
育
協
会
役
員

と
し
て
、
テ
ニ
ス
競
技
の
振
興
に
尽
力 

・
稲
葉
　
恵
子
（
陶
　
町
） 

瑞
浪
市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
役
員
・
東
濃
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
協
会
役
員
と
し
て
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技
の
振
興

に
尽
力 

・
大
山
喜
代
子
（
北
小
田
町
） 

瑞
浪
市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
役
員
と
し
て
、
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
競
技
の
振
興
に
尽
力 

・
伊
藤
　
吉
則
（
稲
津
町
） 

瑞
浪
市
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
連
盟
役
員
と
し
て
、
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
競
技
の
振
興
に
尽
力 

・
廣
　
　
五
男
（
釜
戸
町
） 

瑞
浪
市
剣
道
連
盟
役
員
と
し
て
、
剣
道
競
技
の
振
興

に
尽
力 

・
後
藤
　
青
子
（
上
野
町
） 

瑞
浪
市
水
泳
連
盟
役
員
と
し
て
、
水
泳
競
技
の
振
興

に
尽
力 

・
林
　
　
一
子
（
南
小
田
町
） 

瑞
浪
市
剣
道
連
盟
役
員
と
し
て
、
剣
道
競
技
の
振
興

に
尽
力 

・
南
　
登
志
喜
（
北
小
田
町
） 

瑞
浪
市
剣
道
連
盟
役
員
と
し
て
、
剣
道
競
技
の
振
興

に
尽
力 

・
工
藤
　
雅
子
（
稲
津
町
） 

瑞
浪
市
水
泳
連
盟
役
員
と
し
て
、
水
泳
競
技
の
振
興

に
尽
力 

・
三
輪
　
敏
子
（
釜
戸
町
） 

瑞
浪
市
水
泳
連
盟
役
員
と
し
て
、
水
泳
競
技
の
振
興

に
尽
力 

・
澤
井
竹
次
郎
（
稲
津
町
） 

瑞
浪
市
山
岳
連
盟
役
員
と
し
て
、
登
山
の
振
興
に
尽

力 

・
成
瀬
　
新
吾
（
北
小
田
町
） 

瑞
浪
小
学
校
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
指
導
者
と
し
て
、

青
少
年
の
健
全
育
成
と
少
年
野
球
の
振
興
に
尽
力 

・
渡
邉
　
二
郎
（
日
吉
町
） 

瑞
浪
市
学
校
給
食
共
同
調
理
場
運
営
委
員
・
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
と
し
て
、
学
校
給
食
の
充
実

に
尽
力 

・
土
屋
　
憲
和
（
日
吉
町
） 

瑞
浪
市
子
ど
も
会
連
合
会
役
員
と
し
て
、
青
少
年
の

健
全
育
成
に
尽
力 

・
小
倉
　
征
勝
（
土
岐
町
） 

瑞
浪
市
子
ど
も
会
連
合
会
役
員
・
瑞
浪
市
生
涯
学
習

推
進
委
員
会
市
民
部
会
委
員
と
し
て
、
生
涯
学
習
の

振
興
に
尽
力 

・
小
栗
　
正
常
（
土
岐
町
） 

瑞
浪
市
生
涯
学
習
推
進
委
員
会
市
民
部
会
委
員
と
し

て
、
生
涯
学
習
の
振
興
に
尽
力 

・
　
木
　
康
幸
（
明
世
町
） 

瑞
浪
市
青
少
年
育
成
推
進
員
と
し
て
、
青
少
年
の
健

全
育
成
に
尽
力 

 

・
厚
見
壽
鶴
子
（
寺
河
戸
町
） 

瑞
浪
市
連
合
婦
人
会
役
員
・
瑞
浪
市
生
活
学
校
役
員

と
し
て
、
地
域
づ
く
り
活
動
に
尽
力 

・
平
野
寿
美
子
（
土
岐
町
） 

瑞
浪
市
連
合
婦
人
会
役
員
・
瑞
浪
市
生
活
学
校
役
員

と
し
て
、
地
域
づ
く
り
活
動
に
尽
力 

・
小
栗
な
つ
子
（
日
吉
町
） 

瑞
浪
市
連
合
婦
人
会
役
員
・
瑞
浪
市
地
域
女
性
の
会

役
員
と
し
て
、
地
域
づ
く
り
活
動
に
尽
力 

・
愛
知
　
昭
子
（
稲
津
町
） 

瑞
浪
市
連
合
婦
人
会
役
員
・
瑞
浪
市
生
活
学
校
役
員

と
し
て
、
地
域
づ
く
り
活
動
に
尽
力 

・
竹
山
　
尚
秀
（
陶
　
町
） 

第
56
回
岐
阜
県
体
育
大
会 

男
子
25
歳
以
上
40
歳
未
満
砲
丸
投
げ
優
勝 

  

・（
故
）小
木
曽
　
誠
（
陶
　
町
） 

東
濃
少
年
補
導
セ
ン
タ
ー
補
導
員
、
東
濃
少
年
補
導

セ
ン
タ
ー
（
東
濃
西
部
少
年
セ
ン
タ
ー
）
瑞
浪
地
区

長
、
保
護
司
と
し
て
、
青
少
年
の
健
全
育
成
に
多
大

な
貢
献 

平
成
16
年
10
月
25
日
ご
逝
去 

・（
故
）水
野
　
二
郎
（
陶
　
町
） 

瑞
浪
市
陶
公
民
館
長
と
し
て
、
公
民
館
活
動
の
充
実

と
陶
公
民
館
改
築
に
多
大
な
貢
献 

平
成
16
年
９
月
８
日
ご
逝
去 
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来
将
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く
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ら
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提
案
提
案
」 

「
将
来
将
来
の
ま
ち
ま
ち
づ
く
り
く
り
の 

　
　
　
担

　
　
　
担
い
手
か
手
か
ら
の
提
案
提
案
」 

〈
後
編
〉

〈
後
編
〉 

〈
後
編
〉 

「
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
の 

　
　
　
担
い
手
か
ら
の
提
案
」 

瑞
浪
市
子
ど
も
議
会
を
開
催 

要
旨 

答
弁 

質
問
要
旨
と
答
弁 

（
内
容
は
要
約
し
て
あ
り
ま
す
） 

要
旨 

答
弁 

要
旨 

答
弁 
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11
月
20
日
、
「
第
２
回

瑞
浪
市
子
ど
も
議
会
」
が

市
役
所
市
議
会
本
会
議
場

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
前
回
に
引
き
続
き
、
後

編
と
し
て
７
人
の
子
ど
も

議
員
の
質
問
・
答
弁
を
紹

介
し
ま
す
。 

議　長 
水野亜唯さん（土岐小） 

  

８
、
後
藤
　
雄
峰
　
さ
ん 

（
明
世
小
学
校
） 

　
　
　
「
ホ
タ
ル
の
里
・
瑞
浪

市
を
目
指
し
て
」 

河
川
へ
の
不
法
投
棄
防
止
の

看
板
設
置
や
排
水
問
題
解
決
の
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
て
ほ
し
い
。 

　
　
　（
経
済
環
境
部
長
） 

多
治
見
市
・
土
岐
市
な
ど
と
一
緒
に
「
土
岐
川
を
美

し
く
す
る
会
」
を
作
っ
て
お
り
、
河
川
水
質
を
保
全
す

る
た
め
、
河
川
美
化
の
啓
発
活
動
や
清
掃
、
ま
た
、
ゴ

ミ
が
多
く
捨
て
ら
れ
る
場
所
に
は
「
ポ
イ
捨
て
防
止
」

の
看
板
を
立
て
た
り
、
パ
ト
ロ
ー
ル
を
頻
繁
に
行
っ
て

い
ま
す
。 

河
川
の
水
質
を
良
く
す
る
た
め
に
、
公
共
下
水
道
や

合
併
浄
化
槽
な
ど
に
よ
る
、
市
内
全
域
水
洗
化
の
実
現

を
目
指
し
計
画
的
に
事
業
を
進
め
て
い
き
ま
す
。 

ホ
タ
ル
の
育
成
活
動
な
ど
の
、
環
境
保
全
へ
の
取
り

組
み
が
、
き
れ
い
な
川
を
取
り
戻
す
と
考
え
て
い
ま
す

の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

  
 

９
、
三
嶋
　
由
衣
　
さ
ん 

（
瑞
浪
小
学
校
） 

　
　
　
「
安
全
に
登
下
校
が
で

き
る
信
号
、
歩
道
を
」 

明
賀
台
入
り
口
の
青
信
号
の

長
さ
と
、
歩
道
の
道
幅
を
広
げ

て
ほ
し
い
。 

 

　
　
　（
教
育
事
務
次
長
） 

現
在
山
田
町
地
内
で
工
業
団
地
の
建
設
が
進
め
ら
れ

て
お
り
、
交
通
量
の
増
加
が
予
想
さ
れ
、
交
差
点
に
つ

い
て
も
見
直
し
が
必
要
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。 

青
信
号
が
少
し
で
も
長
く
な
る
よ
う
、
公
安
委
員
会

に
要
望
し
て
い
き
ま
す
。 

歩
道
を
広
げ
る
に
は
、
用
地
を
一
部
提
供
し
て
い
た

だ
か
な
い
と
で
き
ま
せ
ん
。
こ
の
道
路
は
岐
阜
県
が
管

理
し
て
い
る
道
路
で
す
の
で
、
地
元
の
皆
さ
ん
の
協
力

が
得
ら
れ
れ
ば
、
県
に
要
望
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。 毎

日
、
安
全
な
登
校
に
努
め
て
み
え
る
そ
の
体
験
を
、

下
級
生
に
も
引
き
継
い
で
、
よ
り
一
層
交
通
安
全
の
意

識
を
高
め
て
く
だ
さ
い
。 

   

　
、
渡
辺
　
康
平
　
さ
ん 

（
日
吉
小
学
校
） 

　
　
　
「
瑞
浪
市
の
災
害
対
策

に
つ
い
て
」 

市
内
に
災
害
の
発
生
し
そ
う

な
場
所
が
あ
る
か
、
市
民
は
知
っ

て
い
る
か
、
ま
た
ど
の
よ
う
な

対
策
を
考
え
て
い
る
の
で
す
か
。 

　
　
　（
消
防
長
） 

山
崩
れ
、
地
滑
り
、
土
石
流
な
ど
土
砂
災
害
が
発
生

す
る
恐
れ
の
あ
る
箇
所
が
多
く
あ
り
、
来
年
新
し
く
防

災
マ
ッ
プ
を
作
り
全
家
庭
に
配
布
す
る
予
定
で
す
。 

災
害
対
策
と
し
て
は
、
河
川
の
改
良
工
事
、
防
災
ダ

ム
の
建
設
な
ど
対
策
工
事
を
進
め
て
い
ま
す
。 

避
難
所
の
建
物
に
つ
い
て
は
、
建
物
耐
震
診
断
を
行

い
、
安
全
な
建
物
と
な
る
よ
う
補
強
工
事
を
進
め
て
い

き
ま
す
。 

「
自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
」
「
住
ん
で
い
る
地
域
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「
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
の 

　
　
　
担
い
手
か
ら
の
提
案
」 

「
将
来
の
ま
ち
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く
り
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担
い
手
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ら
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提
案
」 

〈
後
編
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旨 

答
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要
旨 

答
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要
旨 

答
弁 

要
旨 

答
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は
自
分
た
ち
で
守
る
」
を
普
段
か
ら
心
が
け
て
い
た
だ

き
、
皆
さ
ん
と
力
を
合
わ
せ
て
災
害
対
策
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

  
 

　
、
夏
目
　
佳
奈
　
さ
ん 

（
陶
小
学
校
） 

　
　
　
「
陶
町
の
交
通
安
全
を

守
る
」 

国
道
363
号
沿
い
の
通
学
路
に
、

押
し
ボ
タ
ン
式
の
信
号
機
と
歩

道
を
。 

　
　
　（
経
済
環
境
部
長
） 

押
し
ボ
タ
ン
式
の
信
号
機
は
、
自
動
車
の
通
行
量
や

横
断
す
る
歩
行
者
数
、
道
路
の
カ
ー
ブ
の
度
合
い
、
傾

斜
角
度
等
の
基
準
が
あ
り
、
県
の
公
安
委
員
会
か
ら
も

調
査
を
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
こ
は
道
路
が
曲

が
っ
て
お
り
100
㍍
の
視
界
が
確
保
で
き
な
い
た
め
、
現

在
の
と
こ
ろ
設
置
は
難
し
い
と
聞
い
て
い
ま
す
。
十
分

注
意
し
て
通
っ
て
く
だ
さ
い
。 

歩
道
を
整
備
す
る
場
合
、
約
２
㍍
の
用
地
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
地
元
の
方
た
ち
の
ご
理
解
と
ご
協
力
が
い

た
だ
け
れ
ば
可
能
で
す
が
、
家
や
お
店
が
建
っ
て
お
り

大
変
難
し
い
と
思
い
ま
す
。
今
す
ぐ
の
対
応
は
で
き
ま

せ
ん
が
、
今
後
の
課
題
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

   

　
、
奥
村
　
智
代
　
さ
ん 

（
大
湫
小
学
校
） 

　
　
　
「
大
湫
町
に
自
然
の
あ

ふ
れ
る
公
園
を
」 

　
　
　（
教
育
長
）
　 

大
湫
は
、
市
内
で
も
特
に
自

然
が
豊
か
で
恵
ま
れ
た
町
で
、

自
然
環
境
を
生
か
し
て
大
登
の
森
岳
見
高
原
キ
ャ
ン
プ

場
や
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
が
、
地
域
の
協
力
で
整
備
さ

れ
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
大
湫
宿
は
中
山
道
の
宿
場
町
と
し
て
、
貴
重

な
市
の
歴
史
的
財
産
で
す
。
市
で
は
こ
れ
ま
で
「
歴
史

の
道
」
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
財
産
を
整
備
し
た
り
、
休

憩
台
や
公
衆
ト
イ
レ
を
造
っ
た
り
し
て
き
ま
し
た
。 

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
も
、
大
湫
の
町
全
体
が
広
い

自
然
あ
ふ
れ
る
公
園
だ
と
考
え
て
よ
い
と
思
い
ま
す
。 

皆
さ
ん
と
一
緒
に
な
っ
て
、
自
然
が
一
杯
で
歴
史
的

な
財
産
の
あ
る
大
湫
の
町
を
美
し
く
大
切
に
守
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

   

　
、
酒
井
　
可
南
子
　
さ
ん 

（
瑞
浪
小
学
校
） 

　
　
　
「
駅
前
に
公
園
を
」 

駅
前
通
り
に
、
み
ん
な
で
遊

べ
る
す
べ
り
台
や
、
ブ
ラ
ン
コ
、

ベ
ン
チ
が
あ
る
公
園
を
。 

　
　
　（
建
設
水
道
部
長
） 

駅
前
に
は
公
園
と
な
る
土
地

も
な
い
こ
と
も
あ
り
、
公
園
の
計
画
は
現
在
の
と
こ
ろ

あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
も
「
ポ

ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
」
の
要
望
が
あ
り
、
元
常
盤
駐
車
場
跡

地
に
計
画
し
て
い
る
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
の
屋
上
を
芝

生
広
場
と
し
て
整
備
し
、
公
園
の
代
わ
り
が
で
き
な
い

か
と
考
え
て
い
ま
す
。 

ベ
ン
チ
の
代
わ
り
に
な
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
和

室
に
は
縁
側
が
あ
り
、
腰
を
か
け
て
芝
生
広
場
で
遊
ぶ

子
ど
も
た
ち
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ブ
ラ
ン
コ
や

滑
り
台
の
設
置
は
計
画
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
皆
さ
ん
の

声
を
聞
き
な
が
ら
考
慮
し
て
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。 

 
 

　
、
森
本
　
久
美
子
　
さ
ん 

（
稲
津
小
学
校
） 

　
　
　
「
通
学
路
に
安
全
を
」 

県
道
66
号
を
渡
る
横
断
歩
道
に

信
号
機
を
、
安
全
で
安
心
し
て
通

え
る
通
学
路
に
し
て
ほ
し
い
。 

　
　
　（
教
育
事
務
次
長
） 

横
断
歩
道
に
信
号
機
を
つ
け
る

に
は
、
自
動
車
の
交
通
量
、
横
断
す
る
歩
行
者
数
、
道

路
の
勾
配
な
ど
の
基
準
が
あ
り
ま
す
。
難
し
い
面
が
あ

り
ま
す
が
、
多
治
見
警
察
署
や
関
係
各
課
と
相
談
を
し
、

現
地
の
調
査
を
お
願
い
し
て
い
き
ま
す
。 

ま
た
、
ひ
ざ
し
前
の
交
差
点
に
つ
い
て
は
、
現
在
県

道
改
良
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
完
成
す
れ
ば
今

よ
り
見
通
し
が
よ
く
な
り
安
全
な
道
路
に
な
る
と
思
い

ま
す
。
横
断
歩
道
も
改
良
さ
れ
る
よ
う
で
す
。
も
う
少

し
時
間
が
か
か
り
ま
す
が
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

今
後
も
危
険
な
所
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
教
え
て
い

た
だ
け
れ
ば
、
現
地
を
確
認
し
な
が
ら
、
関
係
各
課
と

相
談
し
な
が
ら
対
応
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で

よ
ろ
し
く
お
願
い
ま
す
。 

瑞浪市役所　1 68-21117



みんなの広場みんなの広場みんなの広場

関
係
機
関
が
合
同
訓
練 

叙
勲
受
章
者
を
市
長
が
訪
問 

口
の
健
康
を
学
ぶ
　
瑞
浪
小
学
校 

樽上児童館 

小栗正臣さん（日吉町） 成瀬信夫さん（小田町） 

糸魚川正平さん（土岐町） 

　
11
月
22
日
、
秋
の
叙
勲
で
旭
日
双
光
章
を
受
章
さ
れ

た
小
栗
正
臣
さ
ん（
日
吉
町
）、
瑞
宝
単
光
章
を
受
章
さ

れ
た
糸
魚
川
正
平
さ
ん（
土
岐
町
）、
瑞
宝
双
光
章
を
受

章
さ
れ
た
成
瀬
信
夫
さ
ん（
小
田
町
）を
、
　
嶋
市
長
が

祝
福
の
た
め
訪
問
し
ま
し
た
。 

　
小
栗
さ
ん
は
、
昭
和
62
年
か
ら
平
成
15
年
ま
で
の
４

期
16
年
間
、
瑞
浪
市
議
会
議
員
と
し
て
ご
活
躍
、
糸
魚

川
さ
ん
は
、
昭
和
23
年
か
ら
同
58
年
ま
で
の
35
年
間
、

警
察
官
と
し
て
多
治
見
警
察
署
な
ど
に
勤
務
、
成
瀬
さ

ん
は
、
昭
和
20
年
か
ら
同
58
年
ま
で
の
38
年
間
、
和
合

郵
便
局
で
局
長
と
し
て
勤
務
さ
れ
ま
し
た
。 

　
　
嶋
市
長
は
「
叙
勲
受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

名
誉
あ
る
叙
勲
の
受
章
は
ご
本
人
だ
け
で
な
く
、
市
と

し
て
も
大
変
お
め
で
た
い
こ
と
で
す
」
と
受
章
者
を
祝

い
ま
し
た
。 

　
11
月
18
日
、
瑞
浪
小
学
校
４
年
生
の
児
童
66
人
が
、

サ
イ
エ
ン
ス
ワ
ー
ル
ド
で
歯
の
健
康
に
つ
い
て
学
び
ま

し
た
。 

　
同
校
で
は
、
総
合
学
習
の
一
環
と
し
て
「
す
て
き
な

命
」
を
テ
ー
マ
に
学
習
し
て
お
り
、
今
回
は
「
歯
の
博

士
に
な
ろ
う
」
を
サ
ブ
テ
ー
マ
に
学
習
し
て
い
る
、
４

年
生
２
ク
ラ
ス
の
児
童
66
人
が
参
加
し
ま
し
た
。 

　
授
業
で
は
、
サ
イ
エ
ン
ス
ワ
ー
ル
ド
の
職
員
が
、
電

子
顕
微
鏡
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を
使
っ
て
、
実
質
倍
率

1600
倍
に
も
な
る
ア
リ
の
口
を
映
し
だ
し
た
り
、
塩
酸
に

つ
け
た
歯
を
カ
ッ
タ
ー
ナ
イ
フ
で
切
る
実
験
に
、
児
童

か
ら
は
驚
き
の
声
が
沸
き
起
こ
っ
て
い
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
同
校
歯
科
校
医
の
佐
々
木
誠
先
生
は
「
食
べ

物
を
よ
く
噛
む
こ
と
や
丁
寧
な
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
な
ど
、

生
活
習
慣
に
気
を
付
け
て
、
虫
歯
に
な
ら
な
い
よ
う
に

気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
」
と
呼
び
掛
け
て
い
ま
し
た
。 

　
11
月
19
日
、
市
民
図
書
館
南
広
場
と
東
濃
厚
生
病
院

で
「
健
康
危
機
管
理
に
関
す
る
テ
ロ
等
総
合
対
策
訓
練
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
訓
練
は
東
濃
地
域
保
健
所
の
主
催
で
、
テ
ロ
や

化
学
物
質
に
よ
っ
て
健
康
危
機
が
生
じ
た
時
の
た
め
に
、

関
係
機
関
が
連
携
し
、
被
害
の
拡
大
防
止
、
市
民
の
安

全
確
保
の
た
め
に
最
大
限
の
機
動
力
が
発
揮
で
き
る
よ

う
に
と
、
３
市
１
町
の
関
係
機
関
か
ら
約
100
人
が
参
加

し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
訓
練
は
、
同
広
場
に
数
人
が
倒
れ
て
お
り
、
原
因
は

化
学
物
質
に
よ
る
可
能
性
が
高
い
と
い
う
想
定
で
行
わ

れ
、
訓
練
に
参
加
し
た
消
防
署
員
は
、
エ
ア
ー
テ
ン
ト

を
組
み
立
て
、
化
学
防
護
服
を
着
用
す
る
な
ど
、
本
番

さ
な
が
ら
の
緊
迫
し
た
訓
練
に
取
り
組
み
ま
し
た
。 
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みんなの広場みんなの広場

被
災
地
に
陶
磁
器
を
発
送 

入
館
者
60
万
人
突
破 

瑞
浪
陶
磁
資
料
館 

海
外
協
力
隊
員
と
し
て
ド
ミ
ニ
カ
へ 

樽上児童館樽上児童館 樽上児童館 

米田京平ちゃん 
（２歳） 
山田町 

櫻井希実ちゃん 
（３歳） 
北小田町 

きょうへい のぞみ 

善
意 

暖
か
い
善
意
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

　
12
月
１
日
、
市
は
、
新
潟
県
中
越
地
震
の
被
災
地
で

あ
る
小
千
谷
市
、
山
古
志
村
、
川
口
町
へ
、
救
援
物
資

と
し
て
、
「
み
ず
な
み
焼
」
の
茶
碗
、
皿
な
ど
の
陶
磁

器
を
発
送
し
ま
し
た
。 

　
市
は
、
小
千
谷
市
か
ら
仮
設
住
宅
に
入
居
す
る
人
の

た
め
に
、
陶
磁
器
が
必
要
と
の
要
請
を
受
け
、
地
元
の

陶
磁
器
工
業
協
同
組
合
や
卸
商
業
協
同
組
合
な
ど
の
陶

磁
器
関
係
者
に
、
協
力
を
呼
び
掛
け
た
結
果
、
約
5000
人

分
の
陶
磁
器
が
集
め
ら
れ
ま
し
た
。 

　
当
日
は
、
市
役
所
前
で
出
発
式
が
行
わ
れ
、
　
嶋
市

長
は
「
多
く
の
方
に
ご
協
力
い
た
だ
き
感
謝
い
た
し
ま

す
。
現
地
の
方
に
も
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
の
で
は
」
と

あ
い
さ
つ
し
、
救
援
物
資
の
運
搬
に
協
力
い
た
だ
い
た
、

日
本
通
運
の
運
転
手
に
、
目
録
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。 

　
青
年
海
外
協
力
隊
員
と
し
て
12
月
６
日
か
ら
２
年
間
、

ド
ミ
ニ
カ
へ
派
遣
さ
れ
る
加
納
裕
輔
さ
ん（
明
世
町
）が

11
月
22
日
、
市
役
所
を
訪
れ
、
　
嶋
市
長
に
意
気
込
み

を
語
り
ま
し
た
。 

　
地
元
消
防
団
員
で
も
あ
る
加
納
さ
ん
は
、
現
地
で
そ

の
経
験
を
生
か
し
、
日
本
の
消
防
団
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
紹

介
し
、
地
域
消
防
団
の
設
立
や
運
営
の
手
助
け
を
行
う

そ
う
で
す
。 

　
加
納
さ
ん
は
「
日
本
で

は
考
え
ら
れ
な
い
常
識
や

異
な
っ
た
文
化
、
考
え
方

を
素
直
に
受
け
止
め
、
頑

張
っ
て
き
た
い
」
と
抱
負

を
語
り
、
　
嶋
市
長
は
「
健

康
が
第
一
で
す
。
２
年
間

頑
張
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
」

と
激
励
し
ま
し
た
。 

▽
三
浦
登
子
郎
　
様
　
　
　
一
万
円
　
一
般
寄
附 

▽
全
建
総
連
瑞
浪
総
支
部（
伊
藤
孝
夫
総
支
部
長
）様 

　
　
　
　
　
　
　
七
万
六
千
六
百
円
　
社
会
福
祉
事
業
に 

▽
成
瀬
　
信
夫
　
様
　
　
　
百
万
円
　
社
会
福
祉
事
業
に 

　
11
月
23
日
、
明
世
町
に
あ
る
瑞
浪
陶
磁
資
料
館
の
入

館
者
が
60
万
人
を
突
破
し
ま
し
た
。 

　
同
資
料
館
は
、
昭
和
55
年
に
歴
史
豊
か
な
陶
磁
器
を
、

古
代
か
ら
現
代
ま
で
の
産
業
史
を
テ
ー
マ
に
開
館
し
、

今
年
で
24
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。 

　
こ
の
日
60
万
人
目
と
な
っ
た
の
は
、
名
古
屋
市
か
ら

来
館
し
た
大
野
隆
二
さ
ん
家
族
で
、
「
正
直
と
て
も
驚

い
て
い
ま
す
。
こ
ん
な
事
も
あ
る
ん
で
す
ね
」
と
驚
き

を
隠
し
き
れ
な
い
様
子
で
し
た
。 

　
セ
レ
モ
ニ
ー

で
　
嶋
市
長
は

「
遠
方
か
ら
来

て
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
趣
向
を

凝
ら
し
た
企
画

で
、
み
な
さ
ん

に
喜
ん
で
い
た

だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
是
非

ま
た
ご
来
館
く

だ
さ
い
」
と
あ

い
さ
つ
し
、
記

念
品
を
手
渡
し

ま
し
た
。 

瑞浪市役所　1 68-21119



第 

　
回 

【
シ
リ
ー
ズ
　
瑞
浪
市
の
文
化
財
】 

【
シ
リ
ー
ズ
　
瑞
浪
市
の
文
化
財
】 

論
　
栃
　
梵
　
字
　
碑 

27

平成17年成人式 
テーマ「Fun」 

後藤久美さん 渡辺斌男さん 

岐
阜
県
伝
統
文
化
継
承
者
顕
彰

岐
阜
県
伝
統
文
化
継
承
者
顕
彰 
岐
阜
県
伝
統
文
化
継
承
者
顕
彰

岐
阜
県
伝
統
文
化
継
承
者
顕
彰 
岐
阜
県
伝
統
文
化
継
承
者
顕
彰 

　
50
年
余
の
永
き
に
わ
た
り
、
地
道
に
伝

統
文
化
の
保
存
・
継
承
に
尽
力
さ
れ
て
い

る
方
達
の
表
彰
式
が
、
11
月
10
日
岐
阜
市

で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
今
回
は
、
邦
楽
・
民
俗
芸
能
・
伝
統
工

芸
・
華
道
な
ど
の
分
野
か
ら
47
人
の
方
が

選
ば
れ
、
瑞
浪
市
か
ら
は
「
半
原
操
り
人

形
浄
瑠
璃
」
の
渡
辺
斌
男
さ
ん（
82
歳
）と

「
市
原
土
人
形
」
の
後
藤
久
美
さ
ん（
80

歳
）が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。 

　
渡
辺
さ
ん
は
、
岐
阜
県
重
要
文
化
財
で

あ
る
人
形
浄
瑠
璃
の
保
存
会
会
員
と
し
て

昭
和
27
年
以
来
現
在
ま
で
活
躍
さ
れ
、
会

の
発
展
と
後
継
者
の
育
成
に
尽
力
さ
れ
て

い
ま
す
。 

　
後
藤
さ
ん
は
土
岐
町
市
原
で
代
々
土
雛

作
り
を
受
け
継
ぐ
家
系
の
三
代
目
に
あ
た

り
、
伝
統
的
な
製
作
技
法
で
市
の
無
形
文

化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　平成17年瑞浪市成人式は、「Fun」をテー
マに開催します。新成人の輝かしい門出
をお祝いするため、成人式実行委員会で
心に残る成人式づくりに取り組んでいます。 
・日時　平成17年１月９日（日） 
　　　　10時～（受付９時～） 
・会場　瑞浪市総合文化センター 
・瑞浪市に住民登録のある新成人の方に
は案内状をお送りしました。 
・瑞浪市の出身で現在市外にお住まいの
方も瑞浪市の成人式に出席できます。
出席を希望される方は生涯学習課まで
ご連絡ください。なお、式当日に成人
式名簿をお配りしますが、作業の都合
上12月22日（水）までにご連絡いただい
た方までしか掲載することができません。 
◎生涯学習課（総合文化センター内） 
　　1 68-5281　　Fax 68-5283

　
梵
字（
ぼ
ん
じ
）と
は
、
梵
語
の
表
記

に
使
わ
れ
る
古
代
イ
ン
ド
の
文
字
で
す
。

中
国
や
日
本
で
は
文
字
そ
の
も
の
に
呪

術
的
な
力
が
あ
る
と
さ
れ
、
広
く
仏
教

遺
物
に
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
梵
字
碑
は
元
々
、
釜
戸
町
論
栃

（
ろ
ん
ど
ち
）の
温
光
院
に
あ
っ
た
も
の

を
、
江
戸
時
代
に
現
在
の
場
所
に
移
し

た
も
の
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

　
や
や
縦
長
の
形
を
し
た
碑（
右
の
写

真
）に
は
不
動
明
王
を
表
す
「
カ
ー
ン
」

の
梵
字
、
丸
い
形
を
し
た
碑（
左
の
写

真
）に
は
日
天
子
を
表
す
「
ア
」
の
梵

字
が
掘
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。 

　
梵
字
碑
は
市
内
に
も
こ
の
一
件
し
か

な
く
、
県
内
で
も
ま
れ
に
み
る
貴
重
な

文
化
財
で
す
。 

は ぐ く み は ぐ く み は ぐ く み 教育委員会 

総合文化センター １～４日、11日、12日、17日
市民図書館 24日、31日

市民体育館 １～４日、11日、12日、18日
23日、25日、30日

化石博物館
陶磁資料館
市之瀬記念美術館 １～４日、11日、12日、17日

地球回廊 24日、31日

自然ふれあい館

サイエンスワールド １～４日、11日、12日、17日
24日、31日

文化会館 １～３日、６日、13日、20日、27日

生涯学習施設　１月の休館日生涯学習施設　１月の休館日生涯学習施設　１月の休館日生涯学習施設　１月の休館日生涯学習施設　１月の休館日生涯学習施設　１月の休館日生涯学習施設　１月の休館日生涯学習施設　１月の休館日生涯学習施設　１月の休館日生涯学習施設　１月の休館日生涯学習施設　１月の休館日生涯学習施設　１月の休館日生涯学習施設　１月の休館日生涯学習施設　１月の休館日生涯学習施設　１月の休館日生涯学習施設　１月の休館日生涯学習施設　１月の休館日
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私
た
ち
戸
狩
生
活
改
善
グ
ル
ー
プ

は
、
農
業
者
の
生
活
改
善
を
目
的
と

し
て
昭
和
50
年
４
月
に
発
足
、
現
在

16
名
が
在
籍
し
、
皆
元
気
で
が
ん
ば

っ
て
い
ま
す
。

当
グ
ル
ー
プ
で
は
、
地
元
産
の
農

産
物
を
原
料
と
し
た
加
工
品
の
研
究

開
発
に
長
年
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

主
な
活
動
と
し
て
、
東
濃
地
方
の

家
庭
で
、
昔
か
ら
親
し
ま
れ
て
き
た

郷
土
の
代
表
的
な
味
で
あ
る
山
菜
お

こ
わ
・
栗
お
こ
わ
・
か
ら
す
み
等
の

商
品
開
発
が
あ
り
ま
す
。
昔
な
が
ら

の
技
法
を
守
り
つ
つ
、
商
品
と
し
て

通
用
す
る
味
を
作
り
上
げ
る
作
業
は
、

本
当
に
大
変
で
し
た
が
、
今
思
い
ま

す
と
楽
し
い
思
い
出
で
す
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
技
法
を
次
世
代

に
伝
承
す
る
た
め
に
「
親
子
か
ら
す

み
教
室
」
な
ど
を
開
催
し
て
き
ま
し

た
。
参
加
さ
れ
た
子
供
さ
ん
が
、
自

分
で
作
り
上
げ
た
「
か
ら
す
み
」
に

歓
声
を
あ
げ
喜
ぶ
姿
を
見
ま
す
と
、

い
つ
も
自
分
た
ち
ま
で
が
楽
し
い
気

分
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
明
世
小
学
校
の
子
ど
も
さ

ん
に
稲
刈
り
体
験
を
し
て
い
た
だ
き
、

収
穫
し
た
も
ち
米
を
使
っ
た
「
餅
つ

き
大
会
」
を
開
催
し
、
杵
の
振
り
方

な
ど
を
指
導
し
て
き
ま
し
た
。

毎
週
日
曜
日
に
は
、
青
空
市
（
朝

市
）
で
新
鮮
野
菜
や
お
こ
わ
、
か
ら

す
み
の
販
売
を
続
け
て
い
ま
す
し
、

瑞
浪
市
農
業
祭
・
岐
阜
県
農
業
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
等
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
に

も
毎
年
積
極
的
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト
当
日
は
、
早
朝
よ
り
ク
ラ

ブ
員
が
加
工
施
設
に
集
ま
り
お
こ
わ

作
り
に
励
み
ま
す
。

最
近
で
は
、
世
代
を
問
わ
ず
喜
ば

れ
る
「
ち
ら
し
寿
司
」
を
新
メ
ニ
ュ

ー
に
加
え
、
消
費
者
の
ニ
ー
ズ
に
も

対
応
す
る
よ
う
努
力
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
地
域
の
農
産
物
や
食
文

化
を
次
世
代
に
伝
え
る
活
動
を
続
け

て
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

生
涯
学
習
モ
デ
ル
グ
ル
ー
プ

H16
伝
え
た
い
ふ
る
さ
と
の
味

「
戸
狩
生
活
改
善グ

ル
ー
プ
」

代
表
　
伊
藤
美
代
子

瑞浪市役所　1 68-211111

職
場
体
験
学
習
 

今
学
校
学
校
で
は
 

今
学
校
学
校
で
は
 

今
学
校
学
校
で
は
 

今
学
校
で
は
 瑞

浪
中
学
校
 

市
内
の
料
亭
で
、
松
茸
を
キ
ッ
チ
ン

ペ
ー
パ
ー
で
拭
き
な
が
ら
「
い
ら
っ
し

ゃ
い
！
」
と
元
気
な
声
で
迎
え
て
く
れ

た
Ｙ
君
。
40
セ
ン
チ
も
あ
る
魚
の
腹
を

一
生
懸
命
に
洗
っ
て
い
た
Ｓ
君
。
美
容

室
で
人
形
相
手
に
ロ
ッ
ト
巻
き
と
カ
ッ

ト
を
体
験
し
た
Ｙ
さ
ん
、
Ｓ
さ
ん
、
Ｃ

さ
ん
。
病
院
で
血
液
検
査
を
実
習
さ
せ

て
も
ら
っ
た
Ｍ
さ
ん
。

11
月
11
日
、
瑞
浪
市
・
土
岐
市
・
多

治
見
市
・
恵
那
市
な
ど
に
あ
る
事
業
所

72
ヶ
所
に
、
２
年
生
143
名
が
分
か
れ
て

職
場
体
験
で
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

ど
の
子
も
緊
張
し
な
が
ら
も
、
希
望
の

職
場
で
楽
し
く
体
験
し
、
様
々
な
こ
と

を
学
習
し
ま
し
た
。

瑞
浪
中
学
校
で
は
、
数
年
前
か
ら
総

合
的
な
学
習
の
時
間
で
、
正
し
い
職
業

観
・
勤
労
観
を
育
て
る
教
育
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
な
か
で
も
２
年
生
は
、

実
際
に
事
業
所
で
貴
重
な
体
験
を
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
こ
の
体
験
を

実
施
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
学
年
Ｐ
Ｔ

Ａ
の
方
々
に
、
生
徒
の
受
け
入
れ
先
を

紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、

料
亭
の
ご
主
人
か
ら
は
、
体
験
学
習
へ

の
心
構
え
つ
く
り
と
し
て
、「
職
業
」

に
関
す
る
生
き
方
講
話
を
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

体
験
を
通
し
て
生
徒
た
ち
は
、
働
く

こ
と
の
意
義
や
望
ま
し
い
勤
労
観
を
育

て
、
仕
事
の
厳
し
さ
や
言
葉
遣
い
、
挨

拶
、
返
事
な
ど
の
マ
ナ
ー
を
学
び
、
自

分
の
生
き
方
を
強
く
で
き
た
と
思
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
の
進
路
選
択
に
生
か
し

て
い
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
。



１月の移動図書館 
こ　ま　ど　り　号こ　ま　ど　り　号 こ　ま　ど　り　号こ　ま　ど　り　号 こ　ま　ど　り　号 

ミ
ニ
展
の
ご
案
内 

図書館だより 168-5529

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

ミ
ニ
展
の

ミ
ニ
展
の 

　
参
加
者
募
集

　
参
加
者
募
集 

ミ
ニ
展
の 

　
参
加
者
募
集 

秋
の
京
都
を
満
喫 

秋
の
京
都
を
満
喫 

時　　間 ステーション 巡回日 

15：30～15：50 

16：00～16：20 

16：30～16：50 

15：30～16：20 

16：30～16：50 

15：30～16：00 

16：10～16：30 

13：30～14：00 

14：20～14：50 

15：00～15：20 

15：30～16：00 

15：30～16：00 

16：10～16：30

半　原 

鶴　城 

名　滝 

日吉コミュニティーセンター 

月吉 

小　里 

萩　原 

明賀台 

白　倉 

細久手 

深　沢 

棚田山 

羽　広 

 

13日（木） 

 

14日（金） 

 

19日（水） 

 

 

22日（土） 

 

 

26日（水） 

　
酉
年
が
や
っ
て
き
ま
す
。
年
の
初

め
を
祝
っ
て
、
干
支
や
お
正
月
に
関

係
し
た
作
品
を
展
示
し
ま
す
。 

　
来
年
の
干
支（
酉
）や
お
正
月
に
ち

な
ん
だ
、
展
示
に
ご
協
力
い
た
だ
け

る
手
作
り
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
は
12
月
25

日（
土
）ま
で
に
図
書
館
へ
ご
持
参
く

だ
さ
い
。 

　
図
書
館
で
は
、
皆
さ
ん
が
製
作

さ
れ
た
作
品
や
収
集
さ
れ
て
み
え

る
資
料
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

の
作
品
を
展
示
し
て
い
ま
す
。 

　
来
年
度
の
展
示
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の

ミ
ニ
展
に
参
加
い
た
だ
け
る
方
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
自
薦
他
薦
を

問
い
ま
せ
ん
。
　
申
し
込
み
の
詳

細
に
つ
い
て
は
図
書
館
ま
で
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

　
今
回
の
市
民
文
学
散
歩
は
72
人
の
参

加
で
、
新
選
組
ゆ
か
り
の
地
、
京
都
壬

生
寺
界
隈
を
た
ず
ね
て
き
ま
し
た
。 

　
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ガ
イ
ド
に
よ
る
説
明
に
耳
を
傾
け
な
が

ら
、
歴
史
と
紅
葉
を
探
訪
し
て
き
ま
し

た
。 

　
永
年
図
書
館
で
読
み
聞
か
せ
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
、
「
ト

ロ
ル
」
「
五
つ
の
え
ん
ど
う
豆
」
の
２

団
体
が
、
平
成
16
年
度
瑞
浪
市
功
労
者

表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。 

 

こ
の
読
み
聞
か
せ
は
、
毎
週
土
曜
日

14
時
か
ら
図
書
館
で
行
っ
て
い
ま
す
が
、

今
年
で
30
周
年
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、

本
の
楽
し
さ
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。 

 

併
せ
て
市
制
50
周
年
記
念
特
別
表
彰

で
人
形
劇
の
「
へ
ち
ま
座
小
劇
場
」
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。 

お
正
月
展 

１
月
６
日（
木
）〜 

　
　
　
１
月
29
日（
土
） 

12月27日（月）～１月４日（火） 

年末年始休館日のお知らせ 

今年も図書館を利用いただきありがとうございました。 
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見
て
ね
！ 

「
あ
な
た
の
街
か
ら
瑞
浪
市
」 

12
月
23
日（
木
） 

「
開
宿
400
年
記
念 

　
　
　
　
大
湫
宿
姫
街
道
ま
つ
り
」 

18
時
10
分
〜
18
時
30
分 

　
岐
阜
テ
レ
ビ
で
放
送 

　
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

　
11
月
21
日
、
大
湫
町
で
「
姫
街
道
ま
つ
り
」
が
行

わ
れ
、
約
６
０
０
０
人
の
人
出
で
賑
わ
い
ま
し
た
。 

　
今
年
は
中
山
道
大
湫
宿
開
宿
400
年
に
あ
た
り
、
会

場
で
は
、
絢
爛
豪
華
な
時
代
絵
巻
「
皇
女
和
宮
行
列
」

の
再
現
を
は
じ
め
、
地
域
住
民
に
よ
る
出
店
や
、
地

元
小
学
生
が
演
奏
す
る
迫
力
あ
る
大
湫
太
鼓
な
ど
で
、

訪
れ
た
人
た
ち
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。 

瑞浪市役所　1 68-211113



健康だいすき  健康だいすき  健康だいすき  

14平成16年12月15日

多治見市、土岐市、瑞浪市、笠原町の小学生のみ
なさんの力作を展示します。是非ご覧ください。
◎問合せ 市民課　1内線111

式典終了後、ＪＲ瑞浪駅を中心に市中パレード、
続いて総合文化センター前の土岐川沿いで、消防の
日頃の成果を披露する放水演技を行います。
みなさまのご声援、ご協力をお願いします。

◆年末夜警 12月28日（火）～30日（木）
午後９時～翌朝２時

平成17年２月５日の岐阜県知事任期満了に伴い、
選挙を行います。
○投票所の変更（陶第一投票区）

９月に新しく陶公民館が建設されたことにより、
陶第１投票区の投票は、陶公民館で行われます。
（従前は猿爪コミュニティー消防センター）
○期日前投票所の開設期間・時間にご注意ください。

◎問合せ 選挙管理委員会　1内線271・272

12月より、ＥＭ菌ボカシ、容器、マイバッグ（買
い物袋）を各コミュニティーでも取り扱うことにな
りました。ごみ減量化のため、ぜひご利用ください。
ＥＭ菌ボカシ　　　１袋　　 100円
ボカシ容器（大） １基　 1,580円
ボカシ容器（小） １基　　 760円
マイバッグ　　　　１枚　　 250円

◎申込・問合せ 環境課　1内線491

配偶者暴力防止法が改正されました。
保護命令の対象を、子供や離婚した元配偶者まで

拡大するとともに、退去命令の期間を２ヶ月に延長
することなどを柱とした改正法が成立し、12月２日
に施行されました。
○改正の主な内容

１．「配偶者からの暴力」の定義の拡大
２．保護命令制度の拡充
３．被害者の自立支援の明確化　等

内閣府では配偶者からの暴力被害者支援情報サイト
（http：//www.gender.go.jp/e-vaw/index.htm）
を開設しています。
◎問合せ 社会福祉課　1内線103・104

・日　　時 平成17年１月20日（木）９：30～16：30
・場　　所 セラトピア土岐（土岐市土岐津町高山）
・受 講 料 5,500円（昼食・テキスト代含む）
・定　　員 100人（定員になり次第締切）
・締　　切 平成17年１月14日（金）
・申込方法 写真１枚（縦３cm×横2.5cm、裏に氏

名）と受講料を添えて下記まで
◎申込・問合せ 東濃産業労働協会
〒507-0801多治見市東町１-９-３　124-4595

・日　　時 平成17年１月30日（日）14時～16時
・会　　場 セラミックパークMINO 国際会議室
・演　　題 「法律と首都機能の移転」（仮）
・定　　員 200人（入場無料）
・締　　切 平成17年１月19日（水）必着
・申込方法 往復はがきに住所・氏名・電話番号を
記入して下記まで送付ください（１枚の葉書で５
人まで受け付けます）

◎申込・問合せ 多治見市企画課内首都機能移転講
演会事務局　担当：丹羽　122-1111 内線416
〒507-8703 岐阜県多治見市日ノ出町２-15

環境課斡旋品のお知らせ

配偶者からの暴力で悩んでいる方へ
平成17年度　消防出初式

特定粉じん作業従事者特別教育講習会

橋下徹講演会開催のご案内

小学生人権書道コンテスト
東濃西部優秀作品展

１月23日（日）は、
岐阜県知事選挙の投票日です。
「県政にわたしの願いこの一票」

平成17年１月６日（木）～18日（火）
市役所１階ロビー（※土日祝日を除く）

1月16日（日）
式　　　　典　９時～
市中パレード　10時30分～
放 水 演 技　11時30分～

東濃厚生病院 

期日前投票所 対象投票区 開設期間・時間
１月７日（金）

瑞浪市役所 全投票区 ～１月22日（土）
８：30～20：00

各コミュニティー １月19日（水）
センター 該当投票区 ～１月21日（金）
（大湫を除く） ８：30～17：00



健康だいすき  健康だいすき  健康だいすき  健康だいすき  
ヘルスインフォメーション　保健センター　1６７－２７００ 

健康相談 

“健康標語”優秀作品発表 老人性痴ほう症相談 

がん検診（胃がん・大腸がん・肺がん） 

インフルエンザにご注意！ 

乳幼児健診・相談・歯みがき教室 ＜場所＝保健センタ－　　料金＝無料＞ 

健診・相談名 実　施　日 受付時間 対　象　者 持　ち　物 

９時～11時 

12時30分開始 

母子健康手帳 

６ヵ月児健康相談  
及 び 離 乳 食 教 室  

１歳６ヵ月児健康診査  
※健診終了後希望者
に歯みがき教室を実
施します 

９時30分 
　　～９時45分 

13時30分開始 

母子健康手帳 
タオル・コップ 
※保護者の歯科健診も 
　同時に実施します。 

平成15年６月１日～ 
　　　 ６月15日生まれ 

平成15年６月16日～ 
　　　６月30日生まれ 

中期・後期離乳食教室 平成16年 ５月生まれ １月11日（火） 

母子健康手帳 平成16年 ７月生まれ １月11日（火） 

母子健康手帳 
歯ブラシ・コップ ２歳児はみがき教室  平成15年１月生まれ １月 ６日（木） 

１月 ７日（金） 

１月14日（金） 

1月12日（水） 保健センター 
医師による健康相談　14時30分～15時 
乳幼児相談　　　　　９時30分～11時 
栄養相談　　　　　　14時～16時 

　健康まつりで応募のあった67作品のうち、優秀作品
を紹介します。 
（瑞浪市健康づくり推進協議会で選定　敬称略） 
『高齢社会　自分で創る　健康寿命』 
　　　　　　　　　　　　（稲津町　　小栗　敬子） 
『ウォーキング　毎日積み上げ　健康貯金』 
　　　　　　　　　　　　（寺河戸町　安藤美代子） 
『健康で　家族のきずな　さらに増す』 
　　　　　　　　　　　　（寺河戸町　片田文子） 
『元気よく　朝のはじまり　朝食で』 
　　　　　　　　　　　　（土岐町　大竹　美咲） 
『好き嫌い　無くして楽しい　　食事の時間』 
　　　　　　　　　　　　（西小田町　山内　尚代） 
『何よりも　健康こそが　我家の宝』 
　　　　　　　　　　　　（上野町　加藤さなよ） 
『心も身体も　いきいき人生』 
　　　　　　　　　　　　（明世町　荻野喜久子） 
『健康は　たゆまぬ努力の　積み重ね』 
　　　　　　　　　　　　（稲津町　桑原　晃） 
『幸せは　家族揃って　健やかに』 
　　　　　　　　　　　　（稲津町　中山　次夫） 
『健診で　確認しよう　自分の健康』 
　　　　　　　　　　　　（寺河戸町　勝野　昌代） 
 以上の作品は、来年度の「健康カレンダー」に掲載
させていただきます。ご応募ありがとうございました。 

1月11日（火） ◆時　間　13時～14時 ◆場　所　保健センター 

＜内容＞物忘れが激しい・物を盗られたと騒ぐ・興奮
しやすくなった・徘徊・不潔行為等の接し方・
介護方法の相談 

＜担当＞精神科医師（大湫病院） 
＊電話予約が必要です。秘密は厳守します。 

1月13日（木） ◆時　間　８時30分～11時 ◆場　所　保健センター 

対象者　40歳以上の希望者（定員50人） 
料　金　各500円 
申込み　１月７日（金）までに保健センターへ 

 インフルエンザは風邪とは違い、感染力が強く、全
身に現れる強い症状が特徴で、重症化したり合併症を
引き起こしたりするもので注意が必要です。 
＜インフルエンザの症状＞ 
・39～40℃の高熱 
・全身症状（強い頭痛、筋肉痛、関節の痛み、倦怠感
など） 

＜インフルエンザの予防のために＞ 
◎予防接種を受ける 
◎手洗い・うがいをする 
　口の中や手についたウィルスを洗い流します。 
◎マスクをつける。　　　　　　　　　　　　 
◎室内の換気と湿気に注意　加湿器は有効です 
◎抵抗力をつける 
　３食きちんととり、睡眠を十分にとる。 

 

瑞浪市役所　1 68-211115



広報みずなみ  発行／瑞浪市  〒509-6195  岐阜県瑞浪市上平町1丁目1番地  168-2111  http://www.city.mizunami.gifu.jp/index.html

新 首 都  

「東京から東濃へ」 

2004年12月1日現在（カッコ内は前月比）人口＝42,273（－12）世帯数＝14,293（＋10） 

休みの間は、市役所（宿・日直）で受け付けています。

12月28日（金）17時までに電話予約をすれば、休み
期間中に市役所日直（８時30分～17時）で受け取ること
ができます。
なお、その他の証明は行いません。

・可燃ごみ 年末は12月30日（木）の地区まで収集
年始は１月４日（火）から収集　

・不燃ごみ 12月28日（火）の地区まで収集
・資源ごみ 12月28日（火）の地区まで収集

12月30日（木）16時まで持込み可
・可燃ごみ

クリーンセンター　168-6010
・資源ごみ
・不燃ごみ 不燃物埋立処分場　168-3029
※大きな物は小さく壊してから持ち込みください。

漏水、排水管のつまり等の修理は、最寄りの指定工
事店または市役所へ問合せください。
◎問合せ 市役所　168-2111（宿・日直）

・年末最終の引取日 12月20日（月）９時～11時
・年始最初の引取日 １月11日（火）９時～11時
※引取日以外は、犬・ネコの引取は一切行いません。
◎問合せ 東濃地域保健所　123-1111 内線357

・年末の作業は12月29日（水）まで行いますが、混雑が
予想されるため年末収集を希望される方は12月20
日（月）までにお申し込みください。

・年始の作業は１月４日（火）より行います。
◎問合せ （有）中部環境　167-0385

市役所の一般業務は12月28日（火）で終了し、年始は１月４日（火）から行います。

土岐市・瑞浪市休日急病診療所（159-1500）へ
日曜日や祝日に急病になられた時は、当診療所を

ご利用ください。

・所在地 土岐市駄知町
1272-5

・診療科目 内科・小児科
・診療時間 ９時～18時
（日曜・祝日に限ります）
・受付 17時30分まで
●年末年始の診療は、
12月31日（金）～１月３日（月）まで

●休みの日の急患で困った時は、
市救急医療情報センターへ 168-3799

休日診療・夜間在宅当番医院をお知らせします。

診療時間：９時～15時　※当日電話予約が必要
期　　日 在宅当番医院 電話番号
12月29日（水） グリーン歯科水野 67－0007
12月30日（木） 加藤歯科医院 67－0648
12月31日（金） サン歯科医院 64－2226
１月１日（土） 水野歯科医院 63－2028
１月２日（日） 大塩歯科医院 65－2055
１月３日（月） 中垣小児歯科医院 67－1688

瑞 浪 市 役 所
ハ ー ト ピ ア
共 同 福 祉 施 設 12月29日（水）～１月３日（月）
陶 文 化 プ ラ ザ
文 化 会 館
総合文化センター
市 民 図 書 館
自 然 ふ れ あ い 館
陶 磁 資 料 館 12月27日（月）～１月４日（火）化 石 博 物 館
市之瀬記念美術館
地 球 回 廊
サイエンスワールド
市 民 体 育 館 12月28日（火）～１月４日（火）
美 濃 焼 プ ラ ザ 12月30日（木）～１月２日（日）
斎 場 12月31日（金）～１月２日（日）

出生･死亡などの届出 休みの日の急病

年末年始の歯科休日在宅当番医

住民票の発行

ごみの収集

ごみの持ち込み

水道・下水道の緊急修繕

犬・ネコの引き取り

公共施設の年末年始のお休み

し尿汲み取り作業・受付

年年年年末末末末年年年年始始始始のののの業業業業務務務務ののののおおおお知知知知ららららせせせせ

｝


